
【
ド
バ
イ
Ｈ
加
管
容
【和
樹
】

ア
ラ
プ
首
長
国
連
邦

（Ｕ
Ａ

Ｅ
）
の
ド
バ
イ

・
マ
ー
カ
ン

タ
イ
ル
取
引
所

（Ｄ
Ｍ
Ｅ
）

は

一
日
、

中
東
で
初
め
て
の

原
油
先
物
取
引
を
始
め
た
。

石
油
の
国
際
価
格
形
成
に
生

産
者
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
石
油
マ
ネ
ー
の
運

用
の
場
と
な
り
そ
う
だ
”

先
物
取
引
を
始
め
た
の
は

オ
マ
ー
ン
産
重
質
油
。

オ
マ

ー
ン
政
府
お
よ
び
ド
バ
イ
首

長
国
政
府
は
Ｄ
Ｍ
Ｅ
で
の
相

場
を
今
後
の
原
油
輸
出
価
格

を
決
め
る
際
の
参
考
に
す
る

と
表
明
。

ほ
か
の
中
東
諸
国

も
Ｄ
Ｍ
Ｅ
の
利
用
を
検
討
し

始
め
て
い
る
も
よ
う
だ
。

Ｄ
Ｍ
Ｅ
は
取
引
開
始
時
刻

を
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
本

格
的
な
取
引
が
終
了
す
る
米

東
部
時
間
の
二
月
三
十

一
日

夕
に
設
定
、

国
際
石
油
価
格

の
決
定
で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
す
米
市
場
を
引
き
継
ぐ

取
引
所
と
印
象
づ
け
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｅ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
取
引
所

（
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
と
、
ド
バ

イ
政
府
傘
下
の
企
業
が
株
式

を
三
二

・
五
％
ず
つ
保
有
。

さ
ら
に
オ
マ
ー
ン
政
府
が
三

〇
％
持
ち
、

残
る
五
％
は
Ｄ

Ｍ
Ｅ
の
会
員
会
社
に
割
り
当

て
ら
れ
て
い
る
。

国
際
原
油
価
格
は
こ
れ
ま

で
、

米
欧
の
原
油
先
物
取
引

所
で
決
ま
る
軽
質
油
の
相
場

が
基
準
だ

っ
た
。
ド
バ
イ
の

ほ
か
に
も
イ
ラ
ン
、

カ
タ
ー

ル
が
近
い
将
来
の
原
油
先
物

取
引
を
計
画
し
て
い
る
。

原油先物取引
ドバイが開始

キ=うri家をみ3偽

日経新聞の
賢い読み方o

ドバイは中東の金融センターと

しての役害じも担い始めている

出所 モ倒経産業務剰 2907年6月4日4而

アラフ首長国連邦

アラビア半島

日経新聞も支局開設。ドバイの優秀さとは?

埼玉県ほどの大きさしかない中東の小国ドバイ。

しかし、ビジネス・観光ともに日本人が続々と訪れている。

敵by三木いずみ

近
、

日
本
経
済
新
聞
で
は
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
（Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
一

国
、
ド
バ
イ
発
の
中
東
報
道
が
目
立
つ
。

と
い
う
の
も
、

今
年
３
月
か
ら
ド
バ
イ

に
支
局
を
開
設
し
、

こ
れ
ま
で
バ
ー
レ

ー
ン
支
局
に
あ
っ
た
機
能
を
ド
バ
イ
に

移
し
た
か
ら
だ
。

わ
ざ
わ
ざ
移
管
す
る
こ
と
か
ら
も
分

か
る
通
り
、

今
、

面
積
に
し
て
埼
玉
県

ほ
ど
の
小
さ
な
国
ド
バ
イ
が
、

中
東
の

ハ
ブ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

世
界

三
高
層
の
７
つ
星
の
ホ
テ
ル
や

世
界
最
大
の
人
工
島
群
な
ど
が
あ
る
こ

と
は
既
に
有
名
。

現
在
も
、

世
界
の
３

割
の
ク
レ
ー
ン
が
集
ま
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
の
建
築
ラ
ン
ン
ュ
に
沸
く
。

数
時
間
、

突
貫
工
事
が
行
わ
れ
、
３

月
に
訪
れ
た
ば
か
り
と
い
う

『ド
バ
イ

株
投
資
完
全
了
こ
ア
ル
』
な
ど
の
著
書

が
あ
る
投
資
家
、

石
田
和
靖
さ
ん
は

「夜
は
ま
る
で
『ス
タ
ー
・
ウ
オ
ー
ズ
』
の

世
界
」
と
語
る
。

以
前
の
ド
バ
イ
は
産
油
国
と
は
い
え
、

原
油
埋
蔵
量
が
少
な
く
、

そ
の
将
来
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、

ま
ず
港

を
整
備
し
、
１
９
８
５
年
か
ら
法
人
税

の
か
か
ら
な
い
経
済
特
区
を
開
設
。

外

資
を
誘
致
し
た
。

金
融
セ
ン
タ
ー
も
建

て
、

集
め
た
資
金
で
空
港
、

ホ
テ
ル
な

ドアヽイ

ヽ

キーワードその1
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〓
書
な
ホ

テ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

メニュー充実
ルツ解

ル

ッ
ク
ｊ
Ｔ
Ｂ
の
売
れ
筋

同
さ

イ
ル
は
高
さ
三
百

三
十

を
し
た
外
害
訂
管
ま
の

「ジ

柱偏

本
格
的
に
増
え
た
始
め

は

「衰
を
尽
く
し
た
ホ
テ
ル
　
一
材

“
世
界

一
高
い
ホ
テ
ル
　
ニ
メ
イ
ラ

，
ビ
ー
チ

・
ホ
テ

一と
０
四
年
度
と
比
べ
る
と
三

に
泊
ま
る
、
ト
パ
イ
の
体
Ｈ
一
で
知
ち
れ
ヽ
全
整
Ｊ
ス
イ
ー

ル
」
と
の
宿
泊
を
抱
み
合
わ
　
，
工
倍
の
水
準
た
。

新
白
旅

六
日
田
」
。
ド
パ
イ
の
ラ
ン

ト
ル
ー
ム
か
ら
就
安
弔
　
　

　

せ

一
人
三
十
万
１

四
十
△
力

一“
客
の
ほ
か
、

〓
十
代
の
女

ド

マ
ー
ク
的

存
在
で
，

七

つ
　
　

「
宰
間
を
通
し

て
世
界
中

円
だ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
性
同
と
で
鬱
加
す
る
例
も
目

昼

を
と
も
呼
ば
れ
る
超
車
奪

か
ら
宿
泊
希

望
者

ゴ
絶
え
な

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
二
〇
〇
六
年

立

つ
と
い
ヤ？

ホ
テ
ル

「
パ
ー
ジ

・
ア
ル

・　
い
」

（Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
ほ
ど
の
人

度

の
ト
パ
イ
ツ
ア
ー

取
扱
件

　
　
「昨
〓

か
ら
串
蓋
白
擦
空

ア
ラ
ブ
」
に
二
消
で
き
る
。

　

気
ぷ
り
だ
。

料
金
は
波

の
形

数
は
前

年
度
比

お
よ
そ

二

湾
で
ド
バ
イ
行
き
の
直
行
便

ドバイにある世界最高層の7つ星

のホテル「バージ・アル・アラフ」

(上)と世界最大の人工島群「ザ・

パーム」(下)。このほかにも世界

最長の寒人鉄道など、世界一の建

造物が多々ある。小国ながら世界
一のものを作ることで、人々を引

きつける狙いだ

写真 :Gew lmages/Alo(上 )PANA(下 )

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
人
気
だ
。

抵

採20-40万 円台売れ筋
が
利
用
で
き
る
よ
う
こ
な

っ

プ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ツ
プ
な

ど
れ

卜ヽ
」

（
同
）
こ
と
で
利
用
楚
一
四
百
の
層
庫
を
穏
え
る
。

「ゴ

に
弾
み
が
つ
い
一、

そ
れ
ま

―
ル
ド
ス
ー
ク
」

と
呼
ば
れ

で
ド
バ
イ

ヘ
の
臣
行
便
は
関

る
金
な
ど
資
金
属
販
売
店
が

一四
空
港
の
み
に
限
ら
れ
て
い

集
ま
る
市
場
も
人
気
の
シ
ョ

た
。

現
在
は
責
番
白
すか
ら
の

ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
塩

直
行
捜
豊
な
く
、

中
部
自
摩

　

一翌
藻
こ
宿
泊
で
き
る

の
も

う
な
幻
想
的
な
砂
藻
の
風
要
一
ら
れ
る
と
い
一宅

砂
藻

エ
リ

空
薄

か
関
西
空
港
を
利
用
す

ド
パ
イ
な
ら
で
は
。

Ｈ
Ｉ
Ｓ

，＆
尊
０
ウ
れ
る
六
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
。　

ア
で
も
楽
し
め
る
メ

ニ
ュ
ー

る
必
要
が
あ
る
●

　
　
　
　
　
の

「
一
０

じ

一
ア
ラ
ビ
ア
ン

　

同
ブ
ラ

ン
は
砂
濠
て
一ウ
タ

イ
充
実
し
て
い
る

の
が
特
徴

シ
ョ
リ
ピ
ン
グ
ガ
楽
し
あ

ナ
イ
ト
に
宿
泊

二
（
日
ロ

　

タ
に
乗

っ
た
り
、

四
晴
駆
動

車鳴

る
の
も
ド
バ
イ
の
魅
力
の

一　
は
、

ビ
ー

チ
と
砂
藻

エ
リ
ア

事
で
砂
藻
を
理
，
技
じ
る
な

つ
。
ド
パ
イ
で
の
買
い
働
は

の
お
も
撃
質
暮
み
合
わ
せ
た
プ

ど
ス
リ
ル
満
点

の
体
験
が
で

す
べ
て
曇
確
だ
。　

一
モ
ー
ル

ラ
ン
で

一
人
十
Ｌ
，
■

一十

き
る
。

ヘ
ン
ナ
ペ
イ
ン
ト
と

】
オ
ブ

・
ジ

・
エ
ミ
レ
ー
ツ
」

〓
者
々
全
百
鳴

砂
ま
抱
帝
に

一域
ば
れ
る
ア
ラ
ビ
ア
氏
の
ペ

と
呼
ば
れ
る
ト
パ
イ
最
大
級

立
出

す
る

ホ

テ
ル
が

う
は

イ

ン
ト
を
手
に
描
い
て
も
ら

の
シ
ョ
リ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
　

「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト

の
よ

う
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
受
丁

ドバイヘは既に日本からの直行便
が中部国際空港と関西空港から出

ている。観光・ビジネスともに利便

性が高い。また、ドバイの航空会社

「エミレーツ航空」のサービスは良

質なことで知られる。この飛行機に

乗りたくて、ドバイ観光をする人も

少なくない

出所 :日経産業新聞 2007年6月十日20面

題
”．

意外にも、日本では簡単に砂漠の国ドバイで作られた

貴重な水が手に入る。UAEとオマーンの国境近くの地

下水から採取、ドバイで作られたミネラルウオーター

「マサフィー」は、東京メトEI・南北線の駅の売店などで

貫える(330miでloo円)。ちなみに、ドバイの生活用水
はほとんどが海水を淡水化したもの。淡水化事業は巨

大プElジェクト。もちろん日本企業も参入している

ど
を
建
設
し
た
。

そ
の
結
果
、

中
束
の

観
光

・
物
流
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
を
担

う
よ
う
に
な
つ
た
。
と
り
わ
け
、

こ
こ

数
年
、

石
油
マ
ネ
ー
高
騰
で
潤
う
周
辺

国
か
ら
巨
額
の
資
金
が
流
れ
込
み
、

破

竹
の
勢
い
で
経
済
が
発
展
し
て
い
る
。

貿
易

・観
光
立
国
な
ら
で
は
の
面
白

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

例
え
ば
、

国

内
最
大
手
の
タ
ク
シ
ー
会
社

「
ド
バ
イ

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
は
、

世
界
で
初
め
て

全
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載
し
た
。

「
ぼ
っ
た

く
り
や
意
図
的
な
遠
回
り
が
し
に
く

く
、

観
光
客
に
は
安
心
衣
石
田
さ
ん
）
。

そ
れ
に
ド
バ
イ
は
人
口
の
９
割
が
外
国

人
。

道
の
よ
く
分
か
ら
な
い
外
国
人
運

転
手
で
も
迷
わ
ず
客
を
案
内
で
き
る
。

日
本
企
業
の
進
出
も
進
み
、
いン
エ
ト

ロ
貿
易
投
資
相
談
セ
ン
タ
ー
の
見
玉

高
太
朗
主
査
に
よ
れ
ば
「
Ｕ
Ａ
Ｅ
に
関

す
る
相
談
件
数
は
２
０
０
５
年
度
４
月

に
２
１
６
作
だ
っ
た
の
が
、
２
０
０
６
年

度
４
月
に
は
３
４
７
件
に
跳
ね
上
が
っ

た
。

そ
の
う
ち
、
８
割
は
ド
バ
イ
に
関

し
て
で
す
」
。

治
安
の
良
さ
か
ら
駐
在

員
以
外
に
、

日
本
か
ら
の
観
光
客
も
増

え
て
い
る
た
め
、

Ｔ
」
れ
か
ら
、
ド
バ
イ

で
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
有
望
か
も
し
れ
な
い
」
と
ド
バ

イ
に
詳
し
い
人
々
は
日
を
揃
え
る
。
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